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 In seinem bekannten Hauptwerk Die Struktur von iki (「いき」の構造 (Iki no 
Kōzō)) bemüht sich Kuki Shūzō um eine phänomenologisch-hermeneutische Analyse 
des ästhetisch-moralischen Konzeptes iki in der japanischen Vormoderne. In diesem 
Aufsatz versuche ich, indem ich mich auf die Gedanken Heideggers und Aristoteles’ 
berufe, Kukis Einsicht deutlich zu machen, dass iki, insbesondere die Koketterie (媚態 
(bitai)) als zentrales Moment des iki, sich auf den sinnlichen Genuss von Bewegung 
zurückführen lässt. Auf der Grundlage dieser Einsicht analysiert Kuki konsequent auch 
die vielen konkreten Ausdrücke des iki - etwa die Neigung der körperlichen Haltung 
oder die Längsstreifen als modische Musterung des vormodernen Japans - und zeigt 
den Kern der Liebesbeziehung auf als sinnliches Miteinander-anwesend-sein durch die 
Bewegungsempfindung. 
 In diesem Aufsatz versuche ich zudem zu zeigen, dass dieser Kern, als eine uns 
im Allgemeinen gegebene Möglichkeit des sinnlichen menschlichen Lebens, auch 
heute oft von uns selbst gelebt wird, wenn auch in einer ganz anderen Form als im iki. 
Zur Illustraton führe ich eine Szene aus einem japanischen shōjo-Manga (Comic für 
Mädchen; heute in Japan auch für Jungen und erwachsene Frauen und Männer), 
nämlich Tanikawa Fumikos Prisma (プリズム (purizumu)), an und lege diese aus als 












































































































































































































































































切実なリアリティを帯びるためには、「この可能性の現実性 (die Wirklichkeit dieser 
Möglichkeit)を捉えて堅持すること」(DFK:168)が必要である。この「可能性の現実性」とい
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う一見、矛盾した言い方は、ただちに運動(kivnhsi" / Bewegung)についてのアリストテレスの
有名な定義「可能的なものの、可能的なものとしての終極完成態エ ン テ レ ケ イ ア が運動である
(hJ tou' dunavmei o[nto" ejntelevceia, h|/ toiou'ton, kivnhsiv" ejstin)」(Aristoteles, Physica, 201a10f.)
を思い起こさせる。 
























テレスふうに言えば、「死にうるものの、死にうるものとしての終極完成態エ ン テ レ ケ イ ア (Entelechie des 
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10 以後、ハイデガーの著作からの引用は原則として全集 Martin Heidegger, Gesamtausgabe, 
Frankfurt am Main, 1975- にもとづき、引用箇所の明示は巻数と頁付を算用数字で併記して行
う（例： (3:32) → 全集第 3 巻 32 頁）。ただし、全集版以外のテキストを使用した著作につ
いては、引用箇所の明示は以下のラテンアルファベットの記号と算用数字の頁付を併記し
て行う（例： (SZ:234) → Sein und Zeit, S. 234）。また、原文の強調（イタリックその他）は
全て省略した。 
DFK: "Wilhelm Diltheys Forschungsarbeit und der gegenwärtige Kampf um eine historische 
Weltanschauung", in: Dilthey-Jahrbuch, Band 8/1992-93, Göttingen, S. 143-177. 
SZ : Sein und Zeit, 19. Aufl., Tübingen, 2006. 
ZS : Martin Heidegger: Zollikoner Seminare. Protokolle - Zwiespräche - Briefe, hrsg. von Medard 
Boss, 2. Aufl., Frankfurt am Main, 1994. 
 
11 高田珠樹は前掲論文において、『「いき」の構造』の三つの版――1924-1927 年のパリ滞在
中に書かれた「準備稿」、帰国後の 1930 年に岩波書店の雑誌『思想』92 号・93 号（同年 1

















あろう(Kant, Akademieausgabe, Bd. V, S. 30)。 
 
15 この運動の定義における ejntelevceia 概念を「現実化されていくこと、その過程」という
意味での「現実化」と解することもできない理由については、藤澤令夫『藤澤令夫著作集』




17 1922 年夏学期講義、1924 年夏学期講義、1926 年夏学期講義などを参照せよ。ハイデガー
は 1924 年夏学期講義のためのメモにおいて、運動に際して「現実化」した可能性をまさに
「活性化した可能性(die tätige Möglichkeit)」(18:378)と呼んでいる。 
 
18 ハイデガーが言うところの「死への先駆」の背景にアリストテレスの運動論があること
については、細川亮一『ハイデガー哲学の射程』創文社、2000 年、第 4 章第 11 節を参照せ




宗教学研究室紀要 vol. 6 
- 47 -











































おいて企投された諸可能性を仕上げること(die Ausarbeitung der im Verstehen entworfenen 
Möglichkeiten)である」(SZ:148)。そこでは、そのように解釈されたもの、たとえば身のまわ
りの道具、つまり「手許にあるもの(das Zuhandene)が表立って理解の目差しに入ってくる(in 
die verstehende Sicht kommen)」(SZ:148)。メモをとろうとして思わずペンに手が伸びる、と
いったことが起こるのは、それまでとくに注目もされずに放置されていたペンが、「書くた
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と言っている。 Aristoteles, Rhetorica, 1382a31f. Cf. 18:253, SZ:140f. 
 
25 アリストテレスは心身の励起、広い意味での感情(pavqo")そのものを運動変化(metabolhv)
と し て 捉 え て い る 。「 と こ ろ で 、 感 情 と は そ れ に よ っ て 人 々 が 変 化 し て
(di! o{sa metabavllonte")判断に違いを生じさせるもので、そこには苦痛や快楽がともなう」
















30 『九鬼周造全集』第 1 巻、岩波書店、1981 年、98 頁。 
 
31 「メディチのヴェヌス」(43, 97)や「デコルテ」(47, 98)、「左褄」(48, 98)などの記述にも
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る(man sieht es dem Stuhl an, daß...)』などと言う。そこで私たちはどのような推論も考察も行

























nemo vult nisi videns（見ない者は欲しない）ということですね」(ZS:274)。ちなみに、初期
の西田幾多郎であれば、この「見ない者は欲しない」を裏返して「欲する者は見る者であ
る」とでも言うであろう。「或事を意志するというのは即ち之に注意を向けることである」
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（九鬼周造「驚きの情と偶然性」、『九鬼周造全集』第 3 巻、岩波書店、1981 年、147-148 頁）
と言っている。 
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＊ 文中のギリシア語には Linguist's Software, Inc が版権を所有するフォント Graeca を埋
め込んで使用している。 
